


要約:人工換気療法の適応となった在胎30 週未満の極低出生体重児を対象として、離脱後

に Nasal-CPAP を施行することで、離脱が早期に可能となり慢性肺疾患の予防・軽症化に

役立つかを検討した。市販の Nasal-CPAP 回路には簡便で腹臥位使用を前提とした製品が

ないため、腹臥位が可能な Nasal-CPAP 回路を試作した。試作回路の装着とその維持は比

較的容易で、ルチンの使用が可能であった。また抜管後の無呼吸発作にきわめて効果的で

再挿管例も少ないことから、Nasal-CPAP を呼吸器離脱の 1 ステツプとすることで従来よ

りもより早期の抜管が可能となり、ひいては慢性肺疾患の予防や軽症化につながるなど、

管理上有用と考えられた。


